
 

 

 

 

 

 

 
 
 
今年も早いもので年の瀬となりました。冬休みが始まり、子

どもたちは、クリスマスやお正月を楽しみにしているようです。 
今年もコロナ感染症の影響がある中、学校行事の運営について、保護者の皆様にはご理解ご協力

をいただきありがとうございました。 
５，６年生に校内の今年の３大ニュース、世の中の３大ニュースを聞いてみました。校内ニュース

では、ふれあいフェスタ・マーケット、修学旅行、運動会が上位を占めました。理由の中には、コロ
ナ禍の中で、久しぶりにフェスタ・マーケットができたからや修学旅行に行けたからというのがあ
りました。社会では、圧倒的にサッカーワールドカップ、次いでコロナ感染症、ロシアとウクライナ
の問題が続きました。他に、世の中のことでは、その他のスポーツのことや円安ドル高というのも数
件、新幹線開通、値上げが相次いだ等それぞれが社会に関心をもっていてすごいなと思ったところ
です。こういう社会情勢を見る力を今後も広げられるように努めていきたいと思います。 

 
 
令和５年はどんな年になるのでしょう。コロナは落ち着く

のでしょうか。インフルエンザの流行は大丈夫でしょうか。心配することはたくさんありますが、子
ども達には、目標をもって、さらに成長し、充実した年を過ごして欲しいと思います。また、そうな
るよう働きかけをしていきたいと思います。 
『１年の計は元旦にあり』とも言います。新たな目標を立てたり、気持ちを切り替え、前向きに進

むことを考えたりする良い時期です。６年生は、中学生になり、１年生から５年生は、一つ学年が上
がります。３月までの過ごし方と４月からの過ごし方は少し立場が変わります。３月までは、今の学
年のまとめを行い、４月からの準備も徐々に行っていかなければいけません。冬休み明けには、その
ような話をし、１年の目標を考えさせていきたいと思います。ご家庭でも是非今年の目標について
子ども達と一緒に考えていただければと思います。 
皆様にとって、令和５年が良い年でありますように。 

 
 
１２月６日に芸術鑑賞会を行

いました。国の文化庁の文化芸術による子ども育成推進
事業の一つで、プロの劇団の方に来ていただきオペラシ
アター『森は生きている』を体育館で鑑賞しました。１年
生から３年生が３、４時間目、４年生から６年生が５、６時間目に鑑賞しました。少し寒かったので
すが、子どもたちは、熱心に鑑賞していました。とても楽しかったようです。 

 
 

ボランティア委員会が中心となり
赤い羽根募金のお世話をしてくれました。１２月１３日、
武雄市社会福祉協議会の方へ全校で集まった募金をお渡
ししました。全校で集まった募金額は、５，７９１円でし
た。子どもたちの思いやりの気持ちを届ける良い機会にな
りました。募金へのご協力ありがとうございました。 
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【学校教育目標】 

学ぶことは楽しいことだと実感し、次の学びに意欲的に取り

組む児童の育成 

【児童の合い言葉】 

ふわふわことばと思いやり みんな にこにこ たけおっ子  
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